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教科書・副教材 数研出版『生物』 ・ 第一学習社 『セミナー生物 2025』 

 

科目の目標 

身近な生命現象について、考えて理解を深める。 

また、授業で学習した生命現象にかかわる知識を活用し、生物学的にものごとを捉えることができるようになる。 

共通テスト、国公立大学二次試験あるいは私立大学などを生物で受験する人に照準を合わせた学習内容を展開する。 

評価の観点 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

自然現象、生命現象について、基本

的な知識を身に付けている。基本的

な実験・観察の操作について理解

し、場合に応じて適切な実験を設定

し、実施することができる。 

自然現象、生命現象について、科学

的な見方、考え方でとらえ、問題を

見いだせる。自然現象、生命現象に

ついて考察し、的確に表現できる。 

自然現象、生命現象について、関心

をもち、意欲的にそれらを考察する

力、科学的態度を身に付ける。 

評価の方法 

定期考査 

作業プリントなど など 

 

定期考査，授業プリント 

実験レポート 

リフレクション課題 など 

授業プリント，授業課題への取り組

み，リフレクションへの取り組み 

など 

 

年間学習計画 

学期 学習内容 時数 主な評価方法 

１ 

学 

期 

第 4 章 第 4 節 発生と遺伝子発現 5 定期考査 

単元テスト 

授業プリント 

リフレクション など 

第 5 章 第 1 節 刺激と受容 4 

第 5 章 第 2 節 ニューロンとその興奮 4 

第 5 章 第 3 節 情報の統合 3 

第 5 章 第 4 節 刺激の反応 3 

第 5 章 第 5 節 動物の行動 4 

第 6 章 第 1 節 植物の生活と植物ホルモン 3 

２ 

学 

期 

第 6 章 第 2 節 発芽の調節 2 

第 6 章 第 3 節 成長の調節 4 

第 6 章 第 4 節 器官の分化と花芽形成の調節 3 

第 6 章 第 6 節 配偶子形成と受精 3 

第 7 章 第 1 節 個体群の構造と性質 4 

第 7 章 第 2 節 個体群内の個体群間の関係 ２ 

第 7 章 第 3 節 異なる種の個体群間の関係 ３ 

第 7 章 第 4 節 生態系の物質生産と物質循環 ４ 

第 7 章 第 5 節 生態系と人間生活 ３ 

大学入試問題演習 ５ 

３ 

学 

期 

  

  

  

  

  

  



 


